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１
９
２
９
年
、昭
和
恐
慌
以
降
の
不
況
下
で
商
業
を

活
性
化
さ
せ
る
目
的
と
し
て
、高
崎
神
社
の
境
内
に
あ

る
大
国
神
社
に
美
保
神
社
の
分
霊
を
祀
り
、

月

日
、

日
に
、「
第
１
回
え
び
す
講
市
」
と
し
て
開
催

さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。戦
時
中
は
途
絶
え
た
も
の

の
、
１
９
４
７
年
か
ら
は
毎
年

月
の
第
３
土
日
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。市
内
の
小
売
業
者
が
商
売
の
神
で

あ
る
、
え
び
す
様
に
商
売
繁
盛
を
祈
願
す
る
と
と
も

に
、お
客
様
へ
の
日
頃
の
感
謝
の
意
を
込
め
て
大
売
出

し
を
す
る
、
商
都
、
高
崎
の
晩
秋
の
風
物
詩
と
も
言
え

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

老
若
男
女
問
わ
ず
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。是
非

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

月

日
（
土
）、

日
（
日
）

【
場
所
】
中
心
市
街
地
、
高
崎
神
社
境
内

他

高
崎
の
秋
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
た

「
た
か
さ
き
能
」
。

回
目
と
な
る
今
年
は

観
世

か

ん

ぜ

宗
家

そ

う

け

・
観
世

か

ん

ぜ

清
和

き
よ
か
ず

さ
ん
を
初
め
、
当
代

一
流
の
人
間
国
宝
を
迎
え
た
記
念
公
演
を
行

い
ま
す
。
秋
の
ひ
と
と
き
、
幽
玄
の
世
界
を

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

月

日(

土)

午
後
２
時
開
演

▽
会
場

音
楽
セ
ン
タ
ー

▽
入
場
料
前
売
り

４
０
０
０
円
、
当
日
４
５

０
０
円

自
由
席

前
売
り
１
０
０
０
円
、

当
日
１
５
０
０
円
（
小
～
高
校
生
は
自
由
席

無
料
、
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
）

▽
チ
ケ
ッ
ト

各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
中

▽
問
い
合
わ
せ
先

た
か
さ
き
能
実
行
委
員

会
（
０
９
０
‐
９
３
７
８
‐
８
２
２
４
）

高
崎
市
に
あ
る
３
つ
の
古
代
碑
「
上
野
三

碑
」
（
山
上
碑
、
多
胡
碑
、
金
井
沢
碑
）
が
、

世
界
的
に
重
要
な
記
録
の
保
護
と
活
用
を
目

指
す
ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）

記
憶
遺
産
の
国
内
候
補
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

知
名
度
の
低
さ
を
覆
し
、「
世
界
的
な
価
値
」

ま
で
評
価
さ
れ
た
上
野
三
碑
。
登
録
に
向
け
て

着
々
と
周
辺
の
整
備
も
進
み
、
機
運
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
２
年
後
群
馬
に
新
た
な
世
界
遺
産

誕
生
な
る
か

▽
問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課
（
０
２
７-

３
２
１-

１
２
９
２
）


